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第３学年国語科学習指導案
日 時 平成22年６月24日(木)５校時

児 童 男子６名 女子１名 計７名

指導者 教諭 遠 藤 公

１ 単元名 まとまりに気をつけて読もう

教材名 ありの行列（説明的文章）

２ 単元について

(1) 児童について

児童はこれまでに第２学年で説明的文章「たんぽぽのちえ」「さんごの海の生きものたち」を

学習し，時間的な順序，事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むことを学習してきている。

３年生になってからは，文学的文章「キツツキの商売」を通して，内容の中心や場面の様子を読

み取り，その様子が聞く相手に伝わるように音読をする学習をし，書かれている事柄の順序や場

面の様子に気付いたり，想像を広げたりしながら読む力を高めてきている。また，「ヤドカリの

すみかえ」の学習を通して，指示語や接続語によって文章がどのようにつながっているかを考え

たり，段落の相互の関係を考えたりしながら読む力も少しずつ高めてきている。

しかし，中心文を的確にとらえ，要点をまとめる力や，段落相互の関係をとらえ，文章全体の

内容を自力でつかむ力はまだまだ十分ではない。

そこで本単元では，中心となる語や文をとらえながら文章の構成を考え，要点をまとめ内容を

整理することのできる力を身に付けさせたい。ここで，身に付けさせたい読みの力とは「Ｃ 読

むこと」（２）の①「イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と

意見との関係を考え，文章を読むこと」ができる力である。また，目的に合わせた読み方に気付

くことで，説明的な文章にとどまらず，観察文などの読書の幅を広げる意欲に結び付けたい。

(2) 教材について

小学校学習指導要領国語科における第３学年および第４学年の目標は「目的に応じ，内容の中

心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに，幅広く

読書しようとする態度を育てる。」ことである。

「ありの行列」は，論説的要素を含んでいながら，対象が児童に身近な「あり」であること，

そして，取り上げられている「問い」も日常目にすることのできる行列であることから，児童に

とっては受け入れやすい内容になっている。文章構成は，問題提起－実験・観察，研究－結論の

展開になっている尾括型の説明文である。問題を提示し，それを解明するための実験・観察から

考察（仮説）が述べられ，それに基づく研究から，結論を導き出している。研究過程を述べる基

本的な文章の展開であり，指示語や接続語，文末表現を手がかりにして，文章構成をつかむこと

が容易にできる教材である。中学年がねらいとする，まとまりに気を付けながら中心となる語や

文をとらえる学習を展開するには適した教材と考える。

(3) 指導について

本単元「ありの行列」では，段落の要点を押さえながら，叙述に即して内容を読み取ることが

できる力を身に付けさせることを目標とする。

指導に当たっては，第一次では，単元の学習のまとめとして生き物図鑑を作ることを知らせる。

そのために，この「ありの行列」の学習を通してどんなことができるようにならなければならな

いかを考えさせるため，短く要点をおさえたまとめ方をしている文章と，長く要点をおさえてい

ない文章の２つを提示し，その文章の構成を考える活動から見通しをもつ。

第二次では，段落の中心になる語や文をもとに段落ごとの要点をまとめる活動を行う。児童の

実態から，キーワードを手がかりにして大切と考えられる文を探すことはできるが，その中から
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中心文を指摘すること，さらに，言葉を補って要点をまとめることはまだ難しい。そこで，実験

の結果を表した絵を並べ替えたり，書かれてある文と対比させたりさせながら実験の内容のイメ

ージをつかませ，その活動を手がかりにしながら，中心となる文を絞り要点をまとめさせる。

第三次は，図鑑から選んだ自分が紹介したい生き物について書いてある文から必要な情報を取

り出し，要点をまとめて友達に伝える活動を行う。多くの図鑑は，３年生段階では読めない漢字

や意味が理解できない言葉が多く出てくるため，自力ですべての活動ができるわけではない。こ

こでは，生き物の生活の様子の特徴について，事例を挙げて，短くわかりやすくまとめることを

ねらいとして活動を行わせる。

３ 単元の目標

○ 書かれている事柄に興味・関心をもち，いろいろな生き物の様子が書かれた文章を読もうとす

る。 （関心・意欲・態度）

○ 段落ごとの要点を正しくとらえ，叙述に即して内容を理解することができる。

（読むこと）

○ 指示語や接続語が文と文との意味のつながりを果たす役割を理解し，段落相互の関係をとらえ

る際に役立てることができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

４ 単元の指導計画と評価規準（10時間）

次 指導目標 時 主な学習活動 指導事項と言語活動 評価規準

第 ・学習の見通しをも １ ○生き物についてまとめた文 読カ 生き物図鑑を作ること

一 ち，単元の学習の 章を読み，内容をわかりや 多様な目的に応じていろい に意欲をもっている。

次 見通しをもつこと すくまとめている文章の構 ろな分野の本や文章を読む。 （関心・意欲・態度）

ができる。 成を交流する。 内容がわかりやすい文章の

○生き物図鑑を完成させるた 構成を考える

めにできるようになりたい 生き物図鑑に載せたい項目

力を確かめる。 を決める

第 ・１の段落を読み， ２ ○教材文を通読し，教材文か 読イ 問いかけの文章を見つ

二 問いかけの文を見 ら分かったことを書く。 読む目的によって，内容を け，それをもとに要点

次 つけることができ ○段落分けをする。 整理させる。 をまとめている。

る。 ○１段落から問いかけの文章 絵カードを並べ替えて内容 （読むこと）

を探し，問題の提起をとら の大体をつかむ

える。 中心となる語や文に注目し

て要点をまとめる

・２～３の段落を読 ３ ○絵カードを並べ替えて１つ 読イ ありが行列をつくるこ

み，どんな実験か めの実験の結果を大まかに 読む目的によって，内容を とがわかる文をもとに

らどんなことが分 つかむ。 整理させる。 して，要点をまとめて

かったのかを読み ○文と絵カードを対比させて 絵カードを並べ替えて内容 いる。（読むこと）

取ることができる。 観察したありの行動を読み の大体をつかむ

取る。 中心となる語や文に注目し

○ありが行列をつくることが て要点をまとめる

わかる中心となる文を探

し，それをもとに２～３段

落の要点をまとめる。

・４の段落を読み， ４ ○絵カードを並べ替えて２ 読イ ありが行列をつくるこ

どんな実験からど つめの実験の結果を大まか 読む目的によって，内容を とがわかる文をもと
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んなことがわかっ 本 につかむ。 整理させる。 に，要点をまとめてい

たのかを読み取る 時 ○文と絵カードを対比させて 絵カードを並べ替えて内容 る。（読むこと）

ことができる。 観察したありの行動を読み の大体をつかむ

取る。 中心となる語や文に注目し

○ありが行列をつくることが て要点をまとめる

わかる中心となる文を探

し，それをもとに４の段落

の要点をまとめる。

・５～８段落を読み ５ ○中心文を探す。 読イ 中心文をとらえなが

どんな研究からど ○５～８段落の要点をまとめ 読む目的によって，内容を ら，研究の成果を読み

んなことがわかっ る。 整理させる。 取り，要点をまとめて

たのかを読み取る 中心となる語や文に注目し いる。 （読むこと）

ことができる。 て要点をまとめる

・問いに対しての答 ６ ○中心文を探す。 読イ 指示語や文末など文の

えの文を見つける ○９～10の段落の要点をまと 読む目的によって，内容を 意味のつながりを果た

ことができる。 める。 整理させる。 す役割を理解してい

○１～10の段落の要点を確か 中心となる語や文に注目し る。（伝統的な言語文

め，ありの行列全体の構成 て要点をまとめる 化と国語の特質に関す

を確かめる。 る事項）

第 ・身近な生き物の生 ７ ○自分が紹介したい生き物の 読イ 本や事典に記述されて

三 活の仕方の特徴に ・ 文を読み，その生き物の特 事実と意見の文を区別した ある文章から関心をも

次 ついて，事例を挙 ８ 徴的な内容を読み取り，短 り，記述の仕方の違いに気 った生き物の特徴を短

げてまとめ，生き ・ く分かりやすくまとめる。 付かせる。 くまとめている。

物図鑑をつくるこ ９ 事実と意見の語句，文，段 （読むこと）

とができる。 落を取り出す

10 ○自分がまとめた文章を発表 読オ いろいろな生き物の発

し合う。 文章を読んで考えまとめた 表を関心をもって聞い

○単元全体の振り返りをす ことを発表し合い、互いの ている。（関心・意欲

る。 感じ方や考え方の違いに気 ・態度）

付く。

発表会

５ 本時の指導（４／１０時間）

(1) 目標

ありの行動や「行列」をつくることがわかる文章から中心文をとらえ，要点をまとめること

ができる。 （読むこと）

(2) 具体の評価規準

Ａ Ｂ 指導の手立て

ありが行列をつくることが分か ありが行列をつくることが分か 文と絵カードをもう一度対比さ

る文をもとに，言葉を補いなが る文をもとに，要点をまとめて せ，ありの行動を確かめ，あり

ら要点を分かりやすくまとめて いる。 が行列をつくる行動の絵カード

いる。 から文を探させる。

(3) 本時の指導事項

本時は，ありの実験・観察から分かった，ありが行列をつくる行動が書かれてある文を探し，要

点をまとめる学習である。長い文章や段落の中から要点をまとめるためには，中心となる文を探し，



３年－4

必要な言葉を補うなどしながら短く分かりやすくまとめる力が必要となる。

児童の実態から，接続語や指示語，時間を表す言葉，また文と文の関係から中心となる文を絞る

ことはまだ難しい。また，段落を構成する文の数が多くなると，内容の大体をとらえるのも難しい

児童がいる。そのため，本時は，ありの行動，つまり実験結果のイメージをしっかりつかませてか

ら要点をまとめさせる必要がある。そこで，４段落に書かれてある実験の様子を絵カードを並べ替

える活動を通してつかませる。そして，その絵カードと文を対比させながら，要点をまとめるため

に必要な中心となる文と必要ない文とを話し合いを通して選び，要点をまとめさせていく。

(4) 展開

段 学習活動と主な発問・予想される児童の反応 評価，留意事項

階 主な発問（○） 児童の反応（・） 評価(＊) 留意事項(・)

つ １ 学習課題をつかむ。 ・前時と同じようにウイルソンの実験によって

か ありの行列がどうなったのかが書かれてある

む ４だんらくの要点をまとめよう。 文が大切になることを確かめる。

５ ・キーワードになりそうなことは「行列」であ

分 ることも確かめる。

２ ４の段落の音読をする。 ・実験の順序を確かめながら読むように伝え

さ る。

ぐ ３ ウイルソンがどんな実験をし，その ・絵カードを並べ替え，実験の様子を確かめ

る 結果はどうなったのかを絵カードをつ る。

かって確かめる。

４ 中心となる文を探す。 ・絵カードを手がかりにしながら，ありの行列

○中心となる文にサイドラインを引き がどのようになっていくかについて書かれて

ましょう。 ある中心となる文を探させ，話し合いをして

考えさせる。

５ 中心文をもとにして４の段落をまと ・まとめたら，絵カードを使いながら，自分で

25 める。 説明をして確かめさせる。

分 ＊要点を適切にまとめている。（学習シート）

ふ ６ まとめた文章を全体で交流する。 ・お互いの文章を読み合い，短くまとめられた

か ・ありの行く手をさえぎってみたら， ところや分かりやすくまとめられたところな

め 石のところでちりぢりになったが， どを交流し合う。

る まただんだんありの行列ができてい ・机間指導で，適切に言葉を補ってまとめた文

った。 章を書くことのできた児童を代表で発表させ

・ありの行く手をさえぎってみたら， る。

10 まただんだんありの行列ができた。 ・児童の意見の中で不足している語や文は，絵

分 を手がかりに教師が補足をする。

ま ７ 学習のまとめをする。

と ありの行く手をさえぎっても，またあ

め りの行列はできていき，道すじはかわ

る らない。
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８ 学習の振り返りをする。 ・前時も合わせて，段落を簡単にまとめる時に

・ありが行列をつくる行動を表した文 わかったことや，自分ができたことを振り返

章をさがすことができました。 らせる。

５ ・自分で言葉を付け足してまとめるこ

分 とができました。

(5) 板書計画
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